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発明の概要 

2018年8月分注目特許 No.3 

特徴 

 関連分野  農林水産、業務用機械、電気機械、廃棄物処理、建設・土木 

エネルギー 容易で回収コストが小さいバイオガス製造方法 

代表図 

 樹木、竹等の植物バイオマスからバイオガスを発
生させて固相から気相にて回収する方法 

 従来のバイオマス資源を原料としてエタノールを
生産する酸加水分解法、酵素糖化法は容易では
なくコストがかかり、物理的・化学的処理にエネル
ギーを必要とするものである。 本発明は、炭素源
にWickerhamomyces属に属する不完全菌を播種

し、培養条件を制御して、セルロースからグル
コースを生成する工程と、グルコースからエタノー
ルなどのバイオガスを生成する工程を繰り返し行
い、バイオガスを発生させる。固相の炭素源から
直接気相のバイオガスを回収できるため、成分の
回収コストが小さくて済む。樹木、草木、竹、稲藁
などのバイオマス処理に適用することができる。  



  応用の可能性 

など 

バイオマス装置 

農場 食品工場 

竹林 

製紙工場 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

応用の可能性 

株式会社ヨネクニの当発明に関する最新動向 

など 

本ページの情報は2018年10月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・バイオマス装置 

・農場 

・王子ホールディングス株式会社 

など 

・日本製紙株式会社 

・レンゴー株式会社 

・大王製紙株式会社 

・竹林 

・同社のホームページ（http://www.yonekuni.com/）には本願に関連する情報の掲載は見られず、目
立った動きも見受けられない。 

・食品工場 

・製紙工場 

・株式会社アクアス 

・ヤンマーHD株式会社 

・SBエナジー株式会社 

・日本自然エネルギー株式会社 

・株式会社大原鉄工所 


